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Abstract 

rrappη(J[a appears 31times in NT and 13cases釘e加山eJohannine Literature(9times in the Gospel 

and 4times in the 1st ep凶 e).80 that it can be iden岨edas吐lekeyword of Johannine Literature. 

In this ar凶cle，廿日pp1](J[ain出e1st epistle is argued as represen白19世lerealized eschatological 

character of泣le1st epistle. 
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I.はじめに

「バレーシアJ(παPPTJσiα) は、新約聖書中に31回の用例が見られるが、そのうち13回がヨハ

ネ文書であり、 9回はヨハネ福音書、 4巨lはヨハネの手紙一(以下Iヨハネ)において使用さ

れている。その頻度からみて、ヨハネ文書に特鍛的な鍵言葉であると考えることができょう 10

この語は、ヨハネ福音書では、イエスの言行が「公然と」なされたことを言い表すことばと

して用いられ、また Iヨハネにおいては、以下に詳述するように、現在と終末に関係する神に

対しての「率直」ゃ「確信」を意味する語として用いられている。

本稿ではこの語の Iヨハネにおける用例に注目し、その特徴について論ずる。

1I.パレーシアの語義

「大胆JI率直JI確信」などを意味するバレーシアは、語源的に「すべてを語るJ(π伝的σlヲ)

ことに由来し、もともとギリシャ世界において、市民権を持った自由人の権利として、公衆の

面前で、自由に、意見を表明するデモクラティックな権利すなわち「言論の自由」を指したこ

とぼである。後代においては、政治的意味が後退し、個人的・倫理的意味を持つようになり、

より個人的な状況における友人同士の率直さを指す言葉として用いられるようになる。とくに、

キュニコス派においては、道徳的な側面が強調され、仲間であれ、友人であれ、敵対者であれ、

臆することなく誉め、または叱責するという美徳として、自由との連関において理解された。

さらには、真理の探究をささえる討論の自由として、哲学的・倫理的意義をも持つようになった。

旧約においては、ヨブ記において、神によって得られる「喜びJを指し、詩篇においては神

の(裁きにおける)顕現を指す言葉として用いられる。外典・偽典(知恵の書・ Iエノク)に

おいては、終末論的文脈での用法が見られる。

また、フィロンは「神に対するパレーシァ」を、官涜的姿勢としてではなく「神の友」モー

セの祈りの姿勢として積極的に評価している 20

m. 1ヨハネにおける用例

以下にまずヨハネ第一の手紙における 4回の用例を私訳により概観してみたい。ここではひ

とまずバレーシアを訳出しないこととする。

(1) 2: 28 Kcu Vむv，i:EKVL庇， μEVEi:EEv凶tφJ~CVtX Eav中日VEpωSijaχGμEV 1TIXpPηaLCXV K庇l州民LaχuvS6i
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μEV &甘'αも1:0むをV 1:官官民pOUOL早α古τOU.

私訳「そして今や、子たちよ、彼の中に留まれ、彼が現れるときに我々がバレーシアを持つた

めに、そして彼から恥とされることがないために、彼の到来において。」

(2) 3: 21 'AyαπηtOL 主主1ノ角 K叩O(aμ~KαtαywφOKU，廿αppη口[αv EχoμEV TIpOC 1:OV 8EOV 

私訳「愛するものたちよ、(我々の)心が責めることがないのであれば、神に向かつてバレー

シアを我々は持つ」

(3) 4: 17 EVτouny 1:EτEλELωt血L角&ya甘ηいE8'合μWV，~CV凪甘αppηOLαV EχωμEV Evτ古角μEp早 τ批

KpLOEωc， OτL Ka8φEをKEI.VOC占onvKαl角μEi.CさロμEVをV1:φKOOμt手τouτ中・

私訳「このことにおいて、愛は我々のうちに完成されている、裁きの日にバレーシアを持つた

めに、なぜなら彼があるように、我々もこの世においであるからJ

または「裁きの日にバレーシアを持つことにおいて、愛は我々のうちに完成されている、なぜ

なら彼があるように、我々もこの世においであるから」

または「彼があるように、我々もこの世においであることのうちに、愛は我々のうちに完成さ

れている、裁きの日にバレーシアを持つために」

(4) 5: 14 KaL auτηEOUV角官民ppηOLa司νEχoμEνTIPOC凶-rovOτL紙Vn atτφμE自民 Ka1:a1:O 8E入ημa
，同、
αU1:0UαKOUをLημωV.

私訳「そしてこれが我々が彼に向かつて持つところのバレーシアである、もし我々が彼の意思

にそって求めれば、彼は我々を聞いてくださるというのがJ

これら四つの例を概観すると、 (2)・(4)は明らかに、(1)は(そしておそらく (3) も)含

意として、神に対するバレーシアについて述べている。またとくに、(1)・ (3)はそのバレー

シアとは終末や審判において持つものであることを示している 30 (2)・(4)は(現在の)祈り

におけるバレーシアである 40

本稿では、バレーシアの語がIヨハネにおいて持つ特徴を明らかにするために、これら四つ

の箇所の釈義を試みる。

ν.釈義

ヨハネの手紙ーは、ヨハネの教会において、異なる教えを唱導する教師たちが現れ5、分派
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を形成し、遂には教会から出て行くという危機 (2: 19)が起こ仏教会内に不安や動揺が生

まれる中、書かれた手紙である。

1 . 2: 28の釈義

(1)テキストの範囲と構成 (2:28 -3: 3) 

28節の官頭のKα1vuvが新しいベリコーペの始まりであることに、幾人かの学者は賛同して

いる 6。一方で2:18 -29をひとつのまとまりと考える学者もいる(スマリ一、スミスなど)。

ブルトマンは、元来の手紙の終わりは2:27であり、「以下の部分には新しい思想は含まれてお

らず、 1:5-2:27で論じられた主題がもう一度繰り返されるJ1という。しかし、操り返しと

いうことに関して、マーシャルはロウやブルックに例をとり、らせん構成という伝統的な考え

方を紹介している 80

28節はKalVUVで新しい段落を始めると同時に、「御子のうちにとどまる」というキーワード

で、 27節とつながっている。 3:2の「愛する者たちJという呼びかけも、新しい段落の始まり

を示す語として受け取ることができるが、前後の主題の緊密なつながりゆえに、切れ目という

よりは、主題の深化を示す語として受け取るほうがよい。

また、 28節から 2節にかけて、交差配列的な構造をみてとることもできる 90

[2キJス…来
29 神からの誕生

1 神の子

2 キリストの現れ

さらに、人称に注目すると、ヨハネは最初このベリコーベを 2人称複数の訓戒ではじめ (2: 

28・29節)、次に 1人称複数によってヨハネと手紙の受信者が神の愛を共有していることを強

調し (3: 1・2節)、最後に 3人称複数への移行によって、訓戒と希望を信仰者全体に聞かれ

たものとして一般化している(3節)と見て取ることができる。

ベリコーペをより広く3:10までとする例もある 10が、以上により、ここでは 3節までと考

えたい。

島)JfR蓋

巨亙
Kα1 J沿v前述のように、新しい段落の始まりを示す語であるが、ヨハネの訓戒の緊急性を示
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すことばとして受け取ることもできる 110 TE即 iα は著者から読者への親しい呼びかけ。

μ昼間TEEVωT4) 1キリストを共同体とその生の諸相全体がヲ|き込まれていく空間(的表象)

として表しているJ120 27節では教えにとどまることとして導入された表現 (1教えられたとお

りJ)が、ここでは教えの実践 (cf.29節)へと推し進められている。とどまるとは、すでにそ

の内にあるということを意味する。新しい教えに惑わされず、はじめの教えにとどまることの

必要十分性が訴えられている 13。また新しい教えに飛びつく前に、はじめの教えを実践するこ

とに大きな余地が残されていることを思い起こさせている。

品v以下は条件節ではなく、時をあらわす副詞節。キリストが現れることは当然に前提とさ

れているからである O

中αVEpω自由 (相VEpOω)新約聖書における用例49問中、ヨハネ福音書に 9回、ヨハネの手紙

ーに 9固と、ヨハネ文書の頻出語である。ヨハネの手紙一中、 1: 2 (2回)， 3: 5， 3: 8では

過去におけるキリストの到来、本ベリコーベ中の2:28と3:2の2回中 1回では、将来におけ

るキリストの到来を示す九過去において、キリストが肉体をともなって現れたこと、未来に

おいてふたたび体をもって現れることを言い表すのであろう。すなわち、仮現論的な論敵への

反駁のことばとして用いられていると考えられる。

甘αppησ(UV ヨハネ福音書ではイエスの「公然たる(18・20)またはっきりとした(16・29)

語りに集中されているysが、書簡での4例においては一貫して「我々J(すなわち信仰者たち)

が「持つ」姿勢のことである。ここでは、バレーシアとパルーシアの掛詞によって、キリスト

の来臨時に確信(勇気・大胆さ)が与えられることが印象付けられている(クラウク 16によれ

ばこの掛調は終わりの出来事=キリストの来臨の「キリスト論的次元」と「人間論的次元」と

の「密接な関係性を認識させるため」であるという)。本ベリコーベにおいて、キリストの現

われ(すなわち終末)におけるπαPPT]Ulαは、(現在における)キリストとの正しく・近い関係

すなわち戸VElVEvα計φ(彼のうちにとどまること)によって得られるのである O

αiσxvv8wμEVここではイエスの顕現(仰VEpOω)=来臨 (Tfapovσiα)における信仰者の状態
としてσxφμEVπαppησlavに対置されている。イエスの前で自らを恥じるのか(Cf.Jレカ5:8)、

またはイエスによって恥とされるのか(cf.マルコ8:38)、二通りの解釈があるが、ここでは前

者をとる。Tfappησiαとの対比から自然に導き出される解釈だからである 170

官αpova(uここでは「現れるJ(仰VEpω町)と対になって、キリストの終末論的来臨を言い表

している。新約聖書に24回使用されるうち、ヨハネにおける唯一の用例である 18。原義は「存在」。

ヘレニズム世界では、王や皇帝など、特別な地位にある人物の来訪を示すことば。新約聖書中、

「到着」を表すことばとして用いられているケースも多いが、イエスの「到来」を意味する神

学的用語である。注意すべきは、「再臨Jという表現は聖書中にはなく、ユスティノスの「第
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一弁明」にはじめて登場する用語であるということ。すなわち、ヨハネにとって、パルーシア

は完全に未来の次元の出来事ではなく、動的な概念であり、現在の次元をも視野に含んで、いる 190

E亙
品VEtB角TEOTl 8LKαlO宮量σTlV 当然に「知っている」ことが前提とされている、修辞法である。

ここで、「彼が義であるJ(6lKαlOS白 TLV)、「彼からJ(記 ωTOむ)における「彼」とは、神を

指すのか、キリストを指すのか。ブルトマンは「イエスから生まれるという考えは不可能であ

るj20と言い切る。新共同訳聖書は「御子Ji神」と訳し分けている。しかし、 28節と29節の聞

で、主語の交代がおこるのは不自然で、はある。スマリーによればあいまいさは故意に残されて

いるのであり、キリストを通して神から再び生まれることが示唆されているという 210

γlVWO'KETE ÖTl .....~γ町長VVT}Tαl i霊的な再誕生というイメージはまったくヨハネ的であるJ220 

ヨハネの手紙ーにも、 5回 (3: 9， 4: 7， 5: 1， 4， 18)登場する概念であり、ヨハネ福音書

にも 2回(1: 12-13、3:3-8)登場する。神から(再び、キリストによって)生まれること

によってこそ、信仰者は神との適切な関係に入りうるのであり、人間存在の始原と終局は究極

的には神であり、すなわち霊的であり、物質的ではないのである 230 i知る」とは単に知識

的・思索的なことがらではなく、本質に対する洞察を意味する。その点、ヨハネのグノーシス

的傾向との用語的接近がここにも見られる。義を行うとは、「キリストのうちにある」ことの

現実化である。そして、義であるキリストと義を行うものの等質性は、 3:2のÖ~OLOl を準備し

ている。

@II] 
dγa1liJ1ノ8E8ωKEVi愛するJ(aγU'lTE1V) よりも強調された表現24であり、完了形という語形、

またπOTα吋vという修飾語とともに、神の愛の完全性と無二性を表現している。

TEKVU 9EOU 神から生まれたものは、すなわち神の子である。神の愛は、信仰者が神の子と

呼ばれ (K川船μEV)、またそれが事実化されている(Kal白戸ν)ことに帰結する。ヨハネは神

からの誕生→父→神の子と呼ばれる→神の子である、と、信仰者の恵みの現状に焦点を絞り込

む。その描写の中心点には神の愛がおかれている(図 lを参照)。ヨハネはuL句をキリスト、

TE即 αを信仰者に使い分け、 uLosはキリストだけに与えられる特別な称号としている 250

8la TOむTOO KOσμOS 0古γlVWO'K;正L和信， OTL OUKさγ1ノω前TOVここでも「知る」という動機が再

び導入されている。世は神 26を「知らない」から、信仰者を「知らない」。すなわち、神の子

としての本質とそこから導き出されるふるまいとを理解できない。相容れないヘ世間一般の

知識や経験に基づく価値観や行動様式と、神の愛、すなわち神の子とされていることに基づく
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価値観・倫理観や行動様式とは、まったく異なるものになるはずである。しかし、ヨハネは世

から分かたれた宗教的エリートを標祷するのではない。むしろそのような二元論を神の愛とい

う動機により克服している。神の子は義であり、義の行いをすべきであり、自らを清めるべき

であるが、それを可能ならしめるのは、神の愛にほかならないのである。

~ 
1ノ色VTEKVα8EO色白μEV，Kα.1 0伽rω 付aVEpw8r)TL白昨日α 「神の子である」ことは、ここでさら

に終末論的次元に拡張されており、 2:28と共通する「今やJ(vvv)は「未だJ(0加ω) との、

ヨハネ文書の特徴でもある終末論的緊張を導入するキーワードとして機能しているヘ信仰者

の終末における状態とキリストの顕現はやαVEpOωというキーワードによっても関連付けられて

いる。キリストが現されるまでは、信仰者がどのようになるのか、その状態はいまだ示されて

いない(現されていない)のであるが。

品νは2:28と同様、ここでもキリストの到来への確信にささえられた、時の副詞節。

6μOLOL キリストの顕現において、信仰者の神の子性は全うされる。それは、キリストの似

姿において、である。シュトレッカー (p89) は、 ωTtDを「神」ととり、創世記1: 26への言

及Ei附V Kα.l OμO(ωσlS'を見出しているが、神からの誕生という概念を考え合わせるならば、興

味深い指摘である。

ら>TL(沖6問。αα合TOVKα8w宮さσTLVここで「知る」ことが「見る」ことへと置き換えられる。「見

る」もまた、あえてグノーシス的語棄の援用か。または旧約的背景に由来するものか。コリン

トー13:12他に類似の表現が見られる。ヨノ、ネ文書においては、福音書17:24のイエスの告別

説教の中の祈りに、イエスの栄光を「見る」ことが言われている。 3節との問自白の共有により、

キリストの清さを見ることが暗示されていると同時に、終末にキリストと出会うことを現在化

して生きることが勧められている O

~ 
3節は、「平叙文の形をとってはいるが、訓戒的な言い回しJ29である。

品πLS はヨハネ文書では唯一の用例。パルーシア→御子を見る→御子に似たものとなる、

という神の子性が全うされるという希望。「現在と将来における信仰者たちの立場の謂停役J30 

a.'yVL(EL白1JTOV，Kα帥宮釘Elvo宮dγVOS言。TLV EKE1VOSはヨハネ文書でイエス・キリストを指

す代名調として使用される31odγ1ノ((EL1ノ /aγVOSは、類義語のKa8aposと対比した場合、前者は「感

覚」、後者は「状態Jを表すというヘここでは、当然祭儀的な意味ではなく、倫理的な意味

であり、「罪から自由に身を保つJ33ことであり、義を行うこと (29節)、終末的確信 (28宣告)を



58 (i幸村雅史)

現在のものとすること、すなわち神の子として生きることを指す。

以上の釈義を通して明らかなことは、このペリコーベにおいて、現在の次元と終末の次元と

が結び合わされているということである。バレーシアとパルーシアの掛調や、いくつかのモチ

ーフにおける対比を通して、バレーシアが終末時に神の前で持つものであることが示されると

同時に、現在の次元と終末の次元との結びつきが明らかにされることによって、このバレーシ

アは終末時のバレーシアを基礎として、現在の時点で(人々の前で)持つべきものであること

が示されているのではないか。ヨハネのここでの主張は終末における希望を現在化して生きる

ことであり、それは「御子のうちにとどまる」ことであり、「義を行う」ことである。

また、もう一点注目すべきことは、「恥」との対比である。ここではバレーシアの反対の状

態は「恥」なのである。

2. 3: 21の釈義

(1)テキストの範囲と構成 (3:18 -24) 

クラウクは3:20aと21aにおける「責めている/いない心」という対比によって構成された

対句が3:18 -22というベリコーベの中心をなしていると述べているヘドッドはベリコーベ

を19節から24節に区切るが35、「これによってJ(Ev 1:0U1:l9)という特徴的な表現は、この文脈

においては先行する内容を指すと考えるほうが自然ではないかヘ

なお、クラウク 37は18節のアレーセイア (&ATj9ELα)は単なる副調的意味ではなく真理概念と

関連していると指摘し、 18節と19節には「真実・真理」概念におけるつながりがあると主張し

ている 380

さらに、 18節の「子たちょJ(TEKvLa)という呼びかけも新しい段落のはじまりを示すと考

えられる。

また、 22節の「提」を23節以下が詳述していることから、 24節までをベリコーペの範囲とす

るのが妥当ではないか。

島L盟蓋
19節と20節のつながり、とくに20節の二つの日τL匂の関連については釈義上の困難があるこ

とが指摘されており、 2番目の8τL句の読み替えや削除(アレキサンドリア写本ほか少数の写

本に根拠を有する)、あるいは2番目の8τL句の前に0'(8叩 EV (我々は知っている)を挿入するな

どの解決が試みられてきたヘしかし、どのような解決をとっても「神の偉大さによって一切

の自己審判が除去されているJ40ことの安心が述べられていることには変わりないであろう。
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19節の「彼(神)の前でJ(E阿POODEV的tひも)は終末の審判をも思わせるが、ここでは「審

きの過程が終わりの時点から解き放たれ、現在へと移されJ41ている。「安心するであろうJ

(恨[OO¥lEV) も未来形であるが、「現在に向けられているJ42 

同様に21節の「バレーシアを神に向かつて我々は持つJ(叩ppηOLavEχoμEV ~pÒç ，OV DEOV)も「心
が自己審判から解放された者に与えられる現在の可能性J43を示している。

ここで「我々の心が責める/責めない」ことを軸として構成されている3:20と21の対句に

注目すると、「心に責めがある場合→神の前での安心J/ I責めがない場合→神の前でのバレ

ーシア」という二つのケースが対比されている。

前者のケースでは、「神がすべてをご存知であるj→「われわれが真理から出たものである」

(ことを神がご存知である)→(それは)I我々は言葉や口先で愛するのではなく、行いと真実

においてJ(真理から出たものである)という連関が「安心jの根拠となっている 44

後者のケースでは、「バレーシア」とは、無条件に 45 I願いがかなえられるJ(cd.τφμEV 

MμsavoμV= I求めているものを受け取るJ) という「確信」である(または5:14の釈義にお

いて後述するように、祈りにおける確信に基づく「率直さJ)。その願いの内容とは、戒めを守

るということ、すなわち愛を行うということである 46

それゆえ安心とバレーシアは「愛の行い」という点で一致することになる。すなわち、盟主

ι主立主「愛の行いjが、現在における神の前での安心となり、神に対するバレーシアとなる
のである 47。安心とバレーシアは、ここではほぼ同義と見なすことさえできるのではないか。

3. 4: 17の釈義

(1)テキストの範囲と構成 (4:17-18) 

4章7節から21節までを一つの単元と見なすことについて、多くの学者は一致しているが、

それをさらに細分化するにあたり、シュナイダー 48は16bを新しい段落のはじまりとし、そこ

から21節までを一つのベリコーベとしている。また、新共同訳聖書は17節のむ TOVTωを「こう

して」と訳し、 16節bとの聞に結びつきを見出している。

対して、クラウクは13-16節のまとまりを重視し、台 TOVTりは後続の部分を指すと考え、

そして17節aと18節dとが対比をなしていると考え、 17節-18節を一つのまとまりとみなす 490

ブルトマンも4:17 -18を一つのまとまりと見なしている 50。

皇L盟蓋

ここではバレーシアは、「愛のJ51または I(イエスのうちに)とどまり続けたことJ52に対す

る「果実」である。
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17節aの、現在すでに「愛がわたしたちの内に全うされている」ことと、 17節bの将来の「裁

きの日」との聞には終末論的な緊張関係が存在する。

バレーシアは、現在あるいは将来のどちらに属するのか。それは第一義的には「裁きの日」

すなわち将来である。しかし、クラウクらが主張するようにむ TOUTωを後ろにかける読みを採

用することでより一層明らかになるように、終末におけるバレーシアは現在における愛の完成

と緊密に結びついている。すなわち、現在における愛の完成とは終末におけるバレーシアを現

在において持つことのうちにあるのではないか。

18節a'bでは愛と怖れが対比されている。そしてさらに、「愛の完成」というモチーフを介

して「怖れ」はバレーシアと対比される。

4. 5: 14の釈義

(})テキストの範囲と構成 (5:14 -15) 

5: 13 -21はこの手紙の結びである。クラウクはこの範囲をとりながらも、 5:13が本来の結

びである可能性について述べているヘブルトマンは5:14 -21を付論としている。このうち、

バレーシアを含むより小さい単位をとりだすならば5:14 -15となる。 5:14 -15は16以下の

論述の準備のため、祈りが聞き入れられる確信について3:21以下のモチーフを下敷きにして

再度述べようとしている 540

島L盈蓋
このベリコーベにおけるパレーシアは、願い求めたことはすでに実現しているという確信であ

る。またはその実現を確信して神に語りかける自由な率直さである 550 この確信はまったく現

在的である。この箇所および3:21のバレーシアは、終わりの日におけるキリストのパルーシ

アと神の裁きに際して持つものではなく、現在に属するものである 560 この確信の根拠は、 3: 

21-22と同様に、願い求めが「彼(神)の意志に沿ってJ(KCl.1:a 1:O 9E川問的1:0む)いることに

ある。

V.結論~現在化された終末的パレーシア

これら釈義を総合することによって明らかになるIヨハネにおけるバレーシアの特散を、以

下のとおりにまとめたい。

(l)rキリストのうちにとどまる」ことによって得られるものである。
(2) r神の提を守る」こと=r愛を行う」こと、という神の意に沿った願いが(現在において)
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実現することへの「確信J。あるいはその確信を抱いて祈る「率直さ」。

(3) 1恥Jと反対の状態である。

(4)1怖れ」と反対の状態である。

(5) 1安心」と内容において一致する。
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(6)終末(裁きの日・キリストの現われ)において持つものであり、また現在持つものであ

る。それらは終末論的に結びついている。

すなわちバレーシアとは、

(1)神の前で終末の裁きの日に恥じず恐れずにあることのできる率直さであり、それはイエ

スのうちにとどまり続けること(=義を行うこと=神の提を守ること=愛の実践)の采実で

ある。

(2)そのようなバレーシアが終末時に神の前で与えられる希望によって、信仰者は現在にお

いても神の前で、また人々の前で、そのバレーシアをすでに持ちうるのである。

(3)その意味で、バレーシアは、 Iヨハネにおける現在と終末の結びつきを象徴する鍵語で

ある。
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